
【作品画像  油彩100号】イラストレーション・絵画２年　早川温人

イラストレーション・絵画 / マンガ・コミックイラスト /グラフィックデザイン /ファッション・造形 /インテリア・空間デザイン

開催時期の状況によっては入場を制限させていただく場合がございます。
ご来場の際には、大学のホームページまたは各 SN S をご確認頂いてから
足をお運びください。
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桐生大学短期大学部アート・デザイン学科
卒業制作展

satthu102 12 10：00  17：00
LAS T  D A Y 16：00



《公開授業》

２/1１（金）１３：３０～  １１号館２F  大講義室（１３：００開場）

《記念講演会》
認知科学から迫るアーティストの創造プロセス

【プロフィール】
1959 東京生まれ
2019 東京大学大学院学際情報学府博士後期課程修了 博士 ( 情報学 )
    　 東京大学芸術創造連携研究機構発足 特任助教・運営委員
認知科学・認知心理学。特に芸術家の創作プロセスと芸術創作の教育支援について、
思考と身体の双方のアプローチから実践的な研究に従事している。現在、東京大学
にて芸術実践の教育、および教育機関、美術館などで諸感覚を横断する表現ワーク
ショップを実施している。

お問い合わせ  MAIL：d e s i g n @ k i r y u - u . a c . j p
　　　　　   U R L：h t t p ://www.k i r yu -u . ac. jp

卒 業制作展特設サイトはこちら

講師：髙木  紀久子

お絵かきのプロフェッショナルに
なってみました。
講師：モニョチタポミチ

2019 年に勃発したコロナ禍をはじめとし、現代社会では予測できないで
きごとに日々直面しながら私たちは生きています。その中で近年注目を浴び
ているのがアーティストの創造的な思考です。アーティストは日々多くの
触発を得て、試行錯誤を繰り返すといった多様な創作活動を行なっていま
すが、そこには現代社会に役立つ様々なヒントが隠されています。
歴史の中で文明を牽引してきたのはまさに創造性であり、文化的活動はも
ちろん、イノベーションや経済活動にインスピレーションを生かす創造的
思考が切実に求められています。ここでは、認知科学からみたアーティス
トの創作プロセスや創造的思考について考えていきます。

展覧会やイベント、グッズ制作など幅広く活躍している本学の卒業生
であるモニョチタポミチが、表現者を目指す学生たちに対して、現在の
活躍につながるキャリアをどのように築いていったのかを語ります。

２/1２（土）13:30～11号館1Fレストランスペース

(イラストレーター)

新型コロナウイルス
感染拡大防止対策について

●受付時に検温、健康状態申告書に必要事項と住所

　氏名の記入をお願いしております。

●マスクの着用、手指消毒にご協力ください。

●密集を避けるため、各会場の入場人数を制限させ

　ていただく場合がございます。

大学生による展示案内や教員による進学相談も実施いたします。
お気軽に１号館１F の受付までお申し出ください。

２/1１（金）,１2（土）  受付時間１０:3０～１1:００ 

《高校生のための
見学ツアー＆進学相談》

住所：〒379 -2392 群馬県みどり市笠懸町阿左美 606 -7
交通：東武桐生線「阿左美駅」より徒歩15分
　　　JR 両毛線「岩宿駅」より徒歩25分
※自動車での来学（駐車場有） 
※スクールバスの時間等の詳細は下記特設サイトをご覧ください


